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活
動
状
況

活動エピソード

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

・これまでに取材してきた「長久手人」同士が互いの活動を知ったり、交流したりすることによって、新たな
つながりを作るきっかけとするため「長久手人カフェ」を開催した。開催にあたり、企画から当日の運営ま
で、幸せ実感広め隊メンバーが主体的に関わり取り組んだ。
・地域共生社会推進全国サミットにおいて、幸せ実感広め隊メンバーが主体的に活動紹介の展示を行っ
た。

(延べ) ― 人

環
境
変
化

他市町での取組状況や
施策を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

県内では、本市のほか、安城市、高浜市、一宮市が住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合（幸
せリーグ）に加入し、幸福度に関する調査・研究を行っている。

(延べ) ― 人 (延べ) ― 人(延べ) ― 人 (延べ) ― 人

市民参加数・実績 市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

（金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）
費用・実績 費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み

（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名）

成果・実績 成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標

― ― ― ― ―

長期
（2017） （2018） （2019） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）

(延べ) ― 人

目
標
・
成
果
推
移
等
②

施策に係る取組②

29年度 30年度 31年度 中期

(延べ) ― 人 (延べ) ― 人(延べ) 38 人 17 人

市民参加数・実績 市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

特になし 特になし

印刷製本費 38千円

（金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）
幸せのモノ
サシづくりア
ドバイザー
報償費

136千円 特になし 特になし

費用・実績 費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名）

成果・実績 成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標

幸せのモノサシについて
知って、考えてもらうための
講演会を実施し、リーフレッ
トを配布した。

・幸せのモノサシをながく
て未来図の基本構想に融
合させる形で反映した。
・幸せ実感広め隊の活動
として、地域で活動する方
を「長久手人」と呼び、取
材し市ホームページで紹
介した。

― ― ―

長期
（2017） （2018） （2019） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）

施策の
意図

（対象をどのような状態にしたいか）

長久手市の幸せ実感を高める市民主体の活動の実践

目
標
・
成
果
推
移
等
①

施策に係る取組① 幸せのモノサシの活用

29年度 30年度 31年度 中期

施策開始の背景、経緯等

これまでの右肩上がりの経済成長を追求してきた社会とは異なり、心の豊かさや幸せの実感を実現して
いく時代となった。
市民一人ひとりの幸福度が高いまちを目指し、市民自らが地域のことを考え、地域の困りごとは自分たち
で解決していくため、地域社会の状況やまちづくりの方向性を確認する独自の指標が必要であるため。

施
策
の
目
的
等

施策の
内容

（どのような施策なのか）

市民の生活実感や幸福度を調査・研究し、市独自の指標を作り、その活用を図る。

施策の
対象

（誰、何を対象にしているか）

市民

基
本
情
報

第５次総合計画・基本方針 　―

まちづくり行程表・フラッグ 　 　「つながり」～一人ひとりに役割と居場所があるまち～

第６次総合計画・基本目標 　―

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等）

長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 施策名 幸せのモノサシづくり

担当部課 市長公室経営企画課 関係部課 ―



内
部
意
見

総合計画担
当、財政担
当、行政改

革担当

・本事業を総合計画、長久手市みんなでつくるまち条例、各種計画との連携について、研究・検討してください。

評
価

評価・課題

(進捗状況や課題など）

―

今
後

今後の
方向性、
改善点

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

平成２８年度に幸せのモノサシが完成し、講演会を開催するなど「幸せ実感広め隊」メンバーによる周知活動を行ってき
たが、「長久手人カフェ」の開催を機に実質解散することになった。今後は、メンバーの自発的な活動に期待する。

改
善
状
況

改善ポイント

（何をどのような状態に改善したのか、改善が必要なことなど）

メンバーそれぞれの主体性が引き出されるよう配慮しながら取り組んだ。


